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5月第1.2.3運の主圏礼揮説教要約

・5月  1日 :ヨハネ橿奮書 2:19-25.

F永連の神殿 … 過越祭 |・ 」

・5月  8日 :ヨハネ橿音書 6:60-66,

「 共に歩む時と|よ … 過越集‖.」

・5月 15圏 :ヨハネ禰音書 21:4-14,

「 再び灘われる者達 …・過越祭‖L」

衣笠病院教会 牧禽蒲富朦晃―農椰



甫見淑 《永iおの神殿一―地裁恭 i.》

イエスの伏上減(流れ者ヨハネ婦の嵐会ヽヽ ～ 十字策几)が、ほlf 3年

几らずの問の出永事であっノ(こ と争ず色してヽ`ものは、ヨハネf島昔會だ|十

で
｀
す。このィ島十罐コ111問 争だ、ヽて、網々のユ度の地縄荼(2:13,6:孝 ,1113

5)の製押犠ケ、それ賛れ「颯付ヽヽた」ことうヾ現すこされており、 この言乙式がイ
ムス。キリストの雄動期間の率オ安H(は 久かヤぬものとなります。

コハネ:16誉輩て
｀
は、イエスの lⅢ瞥時め」の出未寧を費難iとの頭で

｀
はな

く、その2年簡のムふ事で
｀
あることき暇硝H〔 ヒます。カナの嬌4しで、:iη め

ての構くぷど
｀
うJ晨 の供)な几ゼたイエスが、そのえでガリラヤう`らエルサ

レムヘむ滞勤會して神殿
'晴
めたのだと。

具体的|(は 、神殿で犠牲を献げるための動物の賊売や両誉商らの取fl

きな、聖貯には相應しくなヽ`幣務だとして、これ争襲か ね`ったのて
｀
す。

しつ`と、ふ諄者のユダヤ人たちは、その帝常姑事が、雄の権散|(よ るも

のうヽき疑聞it亀 ヒ、イエスな各めます。この行為がもt、 2年後の費難錢の

関鶯と障1時 it起きてヽヽf(と すると、薇をえ行 t_て ヽ`た書馬者らの手|(よ

ってィェスは覇イキ鍵費囀され、十宇象澪'1ま で
｀
の期間をずっと留五場て地ご

すことltな ってヽ`たでありましよう。最後の晩攀も洗几も、ゲッセマネ

の中守りも、実り亀することなく。

さて、ふだ鵞ど纂名の項のイエスの行動を礎
'ふ

として、議命ぼ選わぬ

奮鍋へと奔晟ヒ浚す。この神留なるf中殿が、ほぼ40年後にローマ軍の

■■1よ って暁壌ヒふくさみることき持ってヽ`るイユスは、選惨なふ本音

夕會らないユダヤ人 |《 対して|ナ ヒう`け識ず、「 このィャ殿 [凛 ヒて几よ,ユ

自で定でなおしてみせる 」と。

コハネ11爆誉‡が鬼咸ヒたの11、 まfl(そ の響―マ軍の手による神』駐議

壌の機のことで
｀
す。ユダヤ牧穐もキリスト教夜も、議で

｀
るべき神殿械も

うありまぐん。とう`ヒ機のキリスト教批は、ふ戯で薙てなおすれたのが

エルサレムの神殿で械なくイ窯ス鞠自身の身体であったこと争、使代た

ちlt傲 って鯉解するよう|(な り、やがて、キ )リ スト教会こそ)ヽ イエスの

*二なの繊体争費 |ナ継く
｀`
もので
｀
あることな惨りました。この精神 |れ李で

｀

もそのま鱗費 |ナ懲がれて 1ヽ麟 す。

すら1(こ の地縄拳のエピソードてイムスうヾ明ら)¬ tし たことは、やデ

て賤壌するエルサレム命神轟嶺1か わり「数会」は、物ぶ織薔て
｀
神殿が非

季ヒ′ぐものとして、なおも存爵丸と、督なの経Aと なっ`てヽ`くことで
｀
した。



飢 牧 《イ兵ltケお時とぼ……地熾暴正`》

コノヽネイ議普奮の

`奮
の頭和t「範縄拳が雄侍いた」ことが、すらit 7幸

の頭に械「薇璃‖答うヾ筑鶴ヽ た`」ことが、そねぞ
｀
才t記すれてヽヽます。群者

が、イエスのダ豊顔ユ度働の地蝉叡器で
｀
あったこと械明會で

'す
。ソハネf脇

者奮 |(よ ると、イエスが入勢の弟子を失ったのもこの(宙若の)時期て
｀
あ

ったこと参教えてヽヽます。

この時期、イエスは、多くの弟拳や群なら争代えて、モーセの中く什嚢

することもあれば、突然、.:難 争↓薄して、識もがなィム止ィムすることもあり浚

した。群未らが、おa機 てσ)イ エス争几久って bヽた のも、その機のことで

した。空議摯満たしてくれるイススこそ、ユ |(オ餞應 しヽ`律入な人物で
｀
あ

ると信ビ、誰もデ事ある4澤 (イ エス |モ 印篠卜弊ぶ tつ づけてヽ`たので
｀
す。

ただ、イムスが二僣Ц(就 く|(は、革命き赳ミずシス外 it方法 11黒 く、宙腹

の群未が自分の生活をなげうって、イエスのためlt i丸血の事態を費け入

みる11ず もありません。ヽ`や、そ″ヽシス前にイエスう1こ の十の■位 |《就く

億恙も券くありませんて
｀
した。

昼えを鯉鮮くとなイヘイスラニル|(は、代々還慮静欠ヽ`た;懲かな二たち

が塊わ才tて 、稀 it iし い二が上っても、改革は景観きゼず、これな漱 しく

斜諄する罐す者らと対ユと、彼 らの警略■1暴机fれて、■回は
'欠

々と薦

び去ることitな り威す。機のュダヤ人が、シナゴーダて
゛
銃み聞く(1農 畿⇒

警會鍋読では包み聰さず意イくの権力者の選行が赫られ、群ホ i(も 丸族の

農史械憩錯,fオ1て おりました。そんなユダヤit、 賞然現われたの力ヾ締イベ

の預會者ナザレのイエスて
｀
す、彼こそ■位 |(就 く|(ね庶し、`人物だとも

てはやされたので
｀
した。

進 |(、 イエスの薇ら|(対する姜ぶ械薇傷の理解を11る か it起 えるもの

で
｀
した。「わの肉(1真 の食物、私の金ぼ真の飲み幾バョハネ|;鯨

`153)」

、こね

静会べ、まノ《飲め、と、おうもので
｀
す。あなノtが たこそ、九れう`らの金肉き

そのまま費け継く
｀`
もので
｀
あって 1壼 な

｀
らぬ。新 しヽ`金、ふ速の争争上きる

ためlt。 けねど
｀
もこのメッセージは、薬子の瑾鮮も、崚た諄象らの曖鮮も

得られませんで
｀
した。

その爵キまで
｀
イニスうヾ人々|(与 えてヽ`たものは、彼 らの向の金静代々費

|ナ篠く
｀`
ため|〔 藤姜な機哺牛11地ぎ麟ぐん。神の,1良襲割物て

｀
ある人間ヤヽ ふネ、

土きるべき奮の命颯t良 るlt il、 内の経て
｀
はなヽヽ奮の経 (イ 轟スの肉と虚)

な会するシス琳囃《1壼 ヤう`っノこので
｀
す。



説 教 《暮び驀われる者たち……～地鍵器Ⅱ`》

ィJlス のふ成轟の地縄拳どは、‡ぅまで
｀
もなく十字禁と復治の時で

｀
ヒ

た。難こうヽら留灘予争臨の自崚て機j奮漑籐のな会番 |ま饉銃されます。機始し

たイメ1ス は償土滅のイムスとは曇なり、薬子たちを:i縫みて特やR「 11ム 向

くこと:仁魔ヒ崚ゼズし。

ぉ t.ろ 、舅離争たちの居場荒庁|モ どこからともなく嵐魂 し、彼 らうヾ路班貧t(

理担ぅことがな、ヽようit、 理路をtθ り聞き、格ホ静礎卜えてヽ`ます。

彼らの範姜 |ま i薦薦 ヒたものの、オやと人とのあるべき関係な雑つま口議 1宙

なく、かのエデンの園ltお けるアダムとイプの鮨く、メくだただ、オ響オロ

するばう`り。イエスが暮び奪―セの無く、強JI I(薇 ら争率｀`てくれるの

を持って、ヽるっヽのょぅです。この場面では、そ才ヽシス上、神の構p通 も人のrS

も察することはで
｀
き減ぐん。

ま「(、彼らの奮腹は書の不几によるので械なく内の欲ネのなゼる常で

す。鵞轡の地鑢器のし賃、多くの発子たちがイエスの計を去ってヽ`った時

の閥蠅 (1そ のままここで
｀
も饉読されます。様が,|(11こ の1キ点で、何かな

烙る機会はまだ与えられては
bヽな ヽ`ので

｀
す。

ガリラヤ|1月 のはとりの会会は、最後の塊拳でも、人上の纂でもなヽ`、未

朴な、ただの晨外のキャンプ争理想させるようなものです。彼の牧会の

教表とは一切暴鯨の虫来事てす。季漁itよ り、空腹で悩む薬子たち|(イ

ススが獲 傷ギノc入漁の魚の一螺が、岸で、農ず餓:う れ`てヽ`ます。バン較イ

ェスが環鵞
・ヒ.た もので

｀
こようか、すく¬t空議 11'.蕎 たすれたようで

｀
す。

この機、イエスは彼らの前で、幕飼ヽ`の例 itな らって、改めてベト會を

リーダーとすること

'賞
すヒます。メ輔 ｀ヽ き`静ホは一切黒く。

11薔十奮のす色者らのたした、イェスの機緒う`ら鼻入まての問(率θ霞聞)の

ム永事 11統一慎争欠き、
′庸報の多少|“ 力ヽヽわらず、各自由わ!tれ載して

ヽヽます。

ただ、ヨノヽネfるな機劉燎直粛の(上甫の)イ エスの敵対者らの;iλ点や見解

など
｀
も多く書もしており、費の情報縄うヾ広範餞ttム んで

｀
ヽ`たことなホ唆 ヒ

て、、まず.―“‐す、機じ青機のイエスウヾ多島若の議力` ら械鬼会 |(解放されて

、ヽたこと|ず、それぞ
｀
れの輻誉燿口(壼 々とれf組て｀`崚す。イ言ビた人々の

葡日ξだ|ナ、ィェス|ま姿を現 ヒノ1こ とも。使縫パウ響の几模 :(、 せ lt虫 ア1輻

誉輩の言色奪′tち の中で
｀
、バゥ響が機雄のイェスとよ会ったとの情報を得

て、ヽたの機、唯一人、使夜‡紺鎌をも會色tf(ル カだけて
｀
こた。


